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2024年度 研究成果

SK34のように他のれんがでも特性変化が高温弾性率に影響を及ぼすか否か検討する

SiO2系れんが試料の特性値と高温弾性率の変化との関係

弾性率の変化は、結晶の相転移および不純物の状態変化の影響をうけやすい

JISよりも迅速に予想が可能となる

JIS規格による耐熱衝撃性試験方法
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SiO2系れんが試料の特性

各温度での急冷後の鉱物組成

SiO2れんが試料の高温弾性率の測定結果

共振法(動弾性率)
衝撃を与え、
発する音の周波数から
算出する方法
※打音法と記す

非常に簡易方法で、
人為的誤差が少ない方法

スペック
製造会社はベルギーのIMCE社
ヒーターはカンタルスーパー(MoSi)
測定温度範囲はRT-1500 C
昇温速度は5 C/min以下
雰囲気は大気とアルゴン
試料サイズは基本的に自由

(れんがの場合は30 25 110mm)
計測は動弾性率およびポアソン比

弾性率測定装置の種類
(導入した弾性率測定装置)

SK34の高温弾性率の挙動を測定した結果、弾性率は鉱物
の相転移や焼結(液相生成も含む)といった特性が変化す
る個所で大きく増減することが示唆された。

クォーツの相転移
クリストバライトの相転移
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焼結による
組織強化

SK34の高温弾性率測定結果

SiO2系れんが試料の鉱物組成

SiO2系れんが試料の熱膨張係数 SiO2系れんが試料の重量変化率

各測定結果のまとめ

250℃、580℃は相転移による影響、600-800℃は不
純物の分解(Unknown1→Unknown2)による影響、
1200℃以上はクリストバライト化の影響で弾性率
が変化していると推測される結果となった。


